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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　超音波探触子と、
　前記超音波探触子から超音波を送信しそれに対応する受信信号を得る送受信手段と、
　前記受信信号に基づいて超音波画像を生成する超音波画像生成手段と、
　前記超音波画像を表示する画像表示手段とを具備した超音波診断装置であって、
　スキャン面の走査方向位置の指標となる指標マークが前記超音波探触子の外面に設けら
れていると共に、前記指標マークに対応する位置マークが前記表示手段のベゼル前面に付
されていることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の超音波診断装置において、
　前記位置マーク表示または前記位置マークに対応する前記画面上の位置を示す位置ガイ
ド表示が前記表示手段の画面に表示可能か又は前記位置マーク表示または前記位置マーク
に対応する前記画面上の位置を示す位置ガイドが前記表示手段の表示面に付されているこ
とを特徴とする超音波診断装置。
【請求項３】
　超音波探触子と、
　前記超音波探触子から超音波を送信しそれに対応する受信信号を得る送受信手段と、
　前記受信信号に基づいて超音波画像を生成する超音波画像生成手段と、
　前記超音波画像を表示する画像表示手段とを具備した超音波診断装置であって、
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　スキャン面の走査方向位置の指標となる指標目盛が前記超音波探触子の外面に設けられ
ていると共に、前記指標目盛に対応する位置目盛が前記表示手段のベゼル前面に設けられ
ていることを特徴とする超音波診断装置。
【請求項４】
　請求項３に記載の超音波診断装置において、
　前記位置目盛表示または前記位置目盛に対応する前記画面上の位置を示す位置ライン表
示が前記表示手段の画面に表示可能か又は前記位置目盛表示または前記位置目盛に対応す
る前記画面上の位置を示す位置ラインが前記表示手段の表示面に付されていることを特徴
とする超音波診断装置。
【請求項５】
　超音波探触子と、
　前記超音波探触子から超音波を送信しそれに対応する受信信号を得る送受信手段と、
　前記受信信号に基づいて超音波画像を生成する超音波画像生成手段と、
　前記超音波画像を表示する画像表示手段とを具備した超音波診断装置であって、
　カーソル位置の基準となる基準マークが前記超音波探触子の外面に設けられていると共
に、
　前記基準マークに対応する原点マーク表示が前記表示手段の画面に表示可能か又は前記
基準マークに対応する原点マークが前記表示手段のベゼル前面に付されており、
　操作者の操作に応じて移動可能にカーソルを前記表示手段の画面に表示するためのカー
ソル操作手段と、
　前記基準マークの位置を基準として前記カーソル位置に対応するスキャン面内の位置を
求めるための位置算出手段とを具備したことを特徴とする超音波診断装置。
【請求項６】
　請求項１から請求項５のいずれかに記載の超音波診断装置において、
　前記表示手段の画面に深さライン表示を表示するための深さライン表示手段を具備した
ことを特徴とする超音波診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、超音波診断装置に関し、さらに詳しくは、超音波探触子から見た被検体の部位
の位置を容易かつ的確に把握できる超音波診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図７に、従来の超音波診断装置の一例を示す。
この超音波診断装置７００は、超音波探触子１と、被検体内に超音波を送信しそれに対応
するエコーを受信し受信信号を出力する送受信部２と、前記受信信号から画像データを生
成する信号処理部３と、前記画像データから表示画像を生成するＤＳＣ（Digital Scan C
onverter）４と、前記表示画像を表示するＣＲＴ５とを具備して構成されている。
【０００３】
前記超音波探触子１の外面には、超音波探触子１の方向を示す方向マークＤｍが設けられ
ている。
また、前記ＣＲＴ５の画面には、前記方向マークＤｍに対応する方向マーク表示ｄｍが表
示可能になっている。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
上記従来の超音波診断装置７００における方向マーク表示ｄｍは、画像の方向と超音波探
触子１の方向を対応付けるものに過ぎなかった。
このため、上記従来の超音波診断装置７００では、画面に患部像ｘが見えていても、超音
波探触子１に対する患部Ｘの位置を的確に把握することが出来ない問題点があった。
そこで、本発明の目的は、超音波探触子から見た被検体の部位の位置を容易かつ的確に把
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握できる超音波診断装置を提供することにある。
【０００５】
【課題を解決するための手段】
第１の観点では、本発明は、超音波探触子と、その超音波探触子から超音波を送信しそれ
に対応する受信信号を得る送受信手段と、前記受信信号に基づいて超音波画像を生成する
超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段とを具備した超音波診断
装置であって、スキャン面の走査方向位置の指標となる指標マークが前記超音波探触子の
外面に設けられていると共に、前記指標マークに対応する位置マーク表示が前記表示手段
の画面に表示可能か又は前記指標マークに対応する位置マークが前記表示手段のベゼル前
面に付されていることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
上記第１の観点による超音波診断装置では、次のようにして超音波探触子から見た被検体
の部位の位置を容易かつ的確に把握できる。
（１）操作者は、ＣＲＴ５で、位置マーク表示または位置マークと描出された所望部位の
位置関係を認識する。
（２）前記認識した位置関係を超音波探触子の指標マークに対し類推適用することで、超
音波探触子から見た所望部位の位置を把握する。
【０００６】
第２の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、前記位置マーク表示ま
たは前記位置マークに対応する前記画面上の位置を示す位置ガイド表示が前記表示手段の
画面に表示可能か又は前記位置マーク表示または前記位置マークに対応する前記画面上の
位置を示す位置ガイドが前記表示手段の表示面に付されていることを特徴とする超音波診
断装置を提供する。
上記第２の観点による超音波診断装置では、位置ガイド表示または位置ガイドを参照する
ことで、位置マーク表示または位置マークと描出された所望部位の位置関係を、より正確
に認識できる。
【０００７】
第３の観点では、本発明は、超音波探触子と、その超音波探触子から超音波を送信しそれ
に対応する受信信号を得る送受信手段と、前記受信信号に基づいて超音波画像を生成する
超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段とを具備した超音波診断
装置であって、スキャン面の走査方向位置の指標となる指標目盛が前記超音波探触子の外
面に設けられていると共に、前記指標目盛に対応する位置目盛表示が前記表示手段の画面
に表示可能か又は前記指標目盛に対応する位置目盛が前記表示手段のベゼル前面に設けら
れていることを特徴とする超音波診断装置を提供する。
上記第３の観点による超音波診断装置では、次のようにして超音波探触子から見た被検体
の部位の位置を容易かつ的確に把握できる。
（１）操作者は、ＣＲＴ５で、位置目盛表示または位置目盛と描出された所望部位の位置
関係を認識する。
（２）前記認識した位置関係を超音波探触子の指標目盛に対し類推適用することで、超音
波探触子から見た所望部位の位置を把握する。
【０００８】
第４の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、前記位置目盛表示また
は前記位置目盛に対応する前記画面上の位置を示す位置ライン表示が前記表示手段の画面
に表示可能か又は前記位置目盛表示または前記位置目盛に対応する前記画面上の位置を示
す位置ラインが前記表示手段の表示面に付されていることを特徴とする超音波診断装置を
提供する。
上記第４の観点による超音波診断装置では、位置ライン表示または位置ラインを参照する
ことで、位置目盛表示または位置目盛と描出された所望部位の位置関係を、より正確に認
識できる。
【０００９】
第５の観点では、本発明は、超音波探触子と、その超音波探触子から超音波を送信しそれ
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に対応する受信信号を得る送受信手段と、前記受信信号に基づいて超音波画像を生成する
超音波画像生成手段と、前記超音波画像を表示する画像表示手段とを具備した超音波診断
装置であって、カーソル位置の基準となる基準マークが前記超音波探触子の外面に設けら
れていると共に、前記基準マークに対応する原点マーク表示が前記表示手段の画面に表示
可能か又は前記基準マークに対応する原点マークが前記表示手段のベゼル前面に付されて
おり、且つ、操作者の操作に応じて移動可能にカーソルを前記表示手段の画面に表示する
ためのカーソル操作手段と、前記基準マークの位置を基準として前記カーソル位置に対応
するスキャン面内の位置を求めるための位置算出手段とを具備したことを特徴とする超音
波診断装置を提供する。
上記第５の観点による超音波診断装置では、次のようにして超音波探触子から見た被検体
の部位の位置を容易かつ的確に把握できる。
（１）操作者は、画面に描出された所望部位へカーソルを移動する。
（２）基準マークの位置を基準とする、カーソル位置に対応するスキャン面内の位置が求
まるので、超音波探触子から見た所望部位の位置を把握する。
【００１０】
第６の観点では、本発明は、上記構成の超音波診断装置において、前記表示手段の画面に
深さライン表示を表示するための深さライン表示手段を具備したことを特徴とする超音波
診断装置を提供する。
上記第６の観点による超音波診断装置では、深さライン表示を参照することで、所望部位
の位置を、より正確に把握できる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
以下、図に示す実施の形態により本発明をさらに詳細に説明する。なお、これにより本発
明が限定されるものではない。
【００１２】
－第１の実施形態－
図１は、本発明の第１の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
この超音波診断装置１００は、超音波探触子１１と、被検体内に超音波を送信しそれに対
応するエコーを受信し受信信号を出力する送受信部２と、前記受信信号から画像データを
生成する信号処理部３と、前記画像データから表示画像を生成するＤＳＣ１４と、前記表
示画像を表示するＣＲＴ５とを具備して構成されている。
【００１３】
前記超音波探触子１１の外面には、スキャン面の走査方向位置の指標となる指標マークＭ
ａ，Ｍｂ，Ｍｃが設けられている。
前記ＤＳＣ１４は、ＣＲＴ５の画面に、前記指標マークＭａ，Ｍｂ，Ｍｃに対応する位置
マーク表示ｍａ，ｍｂ，ｍｃを表示可能である。また、前記ＤＳＣ１４は、ＣＲＴ５の画
面に、前記位置マーク表示ｍａ，ｍｂ，ｍｃに対応する画面上の位置を示す位置ガイド表
示ｇａ，ｇｂ，ｇｃを表示可能である。
【００１４】
患部Ｘの位置を把握するため、操作者は、次の手順で操作する。
（１）ＣＲＴ５の画面を見て、描出された患部像ｘが位置マーク表示ｍｃに対応する位置
ガイド表示ｇｃ上に在ることを認識する。
（２）位置マーク表示ｍｃは超音波探触子１１の指標マークＭｃに対応するから、指標マ
ークＭｃの直下に患部Ｘが在ることを把握する。
この後、例えば、今の指標マークＭｃの位置に指標マークＭｂが位置するように超音波探
触子１１を動かせば、画面の中央に患部像ｘを描出できる。
【００１５】
－第２の実施形態－
図２は、本発明の第２の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
この超音波診断装置２００は、超音波探触子１１と、被検体内に超音波を送信しそれに対
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応するエコーを受信し受信信号を出力する送受信部２と、前記受信信号から画像データを
生成する信号処理部３と、前記画像データから表示画像を生成するＤＳＣ４と、前記表示
画像を表示するＣＲＴ２５とを具備して構成されている。
【００１６】
前記超音波探触子１１の外面には、スキャン面の走査方向位置の指標となる指標マークＭ
ａ，Ｍｂ，Ｍｃが設けられている。
前記ＣＲＴ２５のベゼル（bezel）前面２５ａには、前記指標マークＭａ，Ｍｂ，Ｍｃに
対応する位置マークｐａ，ｐｂ，ｐｃが付されている。また、前記ＣＲＴ２５の前面ガラ
ス２５ｂには、前記位置マークｐａ，ｐｂ，ｐｃに対応する画面上の位置を示す位置ガイ
ドｑａ，ｑｂ，ｑｃが付されている。
【００１７】
患部Ｘの位置を把握するため、操作者は、次の手順で操作する。
（１）ＣＲＴ５を見て、描出された患部像ｘが位置マークｐｃに対応する位置ガイドｑｃ
上に在ることを認識する。
（２）位置マークｐｃは超音波探触子１１の指標マークＭｃに対応するから、指標マーク
Ｍｃの直下に患部Ｘが在ることを把握する。
この後、例えば、今の指標マークＭｃの位置に指標マークＭｂが位置するように超音波探
触子１１を動かせば、画面の中央に患部像ｘを描出できる。
【００１８】
－第３の実施形態－
図３は、本発明の第３の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
この超音波診断装置３００は、超音波探触子３１と、被検体内に超音波を送信しそれに対
応するエコーを受信し受信信号を出力する送受信部２と、前記受信信号から画像データを
生成する信号処理部３と、前記画像データから表示画像を生成するＤＳＣ３４と、前記表
示画像を表示するＣＲＴ５とを具備して構成されている。
【００１９】
前記超音波探触子３１の外面には、スキャン面の走査方向位置の指標となる指標目盛Ｓｃ
が設けられている。
前記ＤＳＣ３４は、ＣＲＴ５の画面に、前記指標目盛Ｓｃに対応する位置目盛表示ｓｃを
表示可能である。また、前記ＤＳＣ３４は、ＣＲＴ５の画面に、前記位置目盛表示ｓｃに
対応する画面上の位置を示す位置ライン表示ｔおよび深さを示す深さライン表示ｙを表示
可能である。
【００２０】
患部Ｘの位置を把握するため、操作者は、次の手順で操作する。
（１）ＣＲＴ５の画面を見て、描出された患部像ｘが位置目盛表示ｓｃの「８．２」、深
さ「４．５」に対応することを認識する。
（２）超音波探触子３１の指標目盛Ｓｃの「８．２」の直下で、深さ４５ｍｍに患部Ｘが
在ることを把握する。
この後、例えば、超音波探触子３１を指標目盛Ｓｃの「１０」側に３２ｍｍだけ動かせば
、画面の中央に患部像ｘを描出できる。
【００２１】
－第４の実施形態－
図４は、本発明の第４の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
この超音波診断装置４００は、超音波探触子３１と、被検体内に超音波を送信しそれに対
応するエコーを受信し受信信号を出力する送受信部２と、前記受信信号から画像データを
生成する信号処理部３と、前記画像データから表示画像を生成するＤＳＣ４４と、前記表
示画像を表示するＣＲＴ４５とを具備して構成されている。
【００２２】
前記超音波探触子３１の外面には、スキャン面の走査方向位置の指標となる指標目盛Ｓｃ
が設けられている。
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前記ＤＳＣ４４は、ＣＲＴ５の画面に、深さを示す深さライン表示ｙを表示可能である。
前記ＣＲＴ４５のベゼル前面４５ａには、前記指標目盛Ｓｃに対応する位置目盛ｒｃが付
されている。また、前記ＣＲＴ４５の前面ガラス４５ｂには、前記位置目盛ｒｃに対応す
る画面上の位置を示す位置ラインｗが付されている。
【００２３】
患部Ｘの位置を把握するため、操作者は、次の手順で操作する。
（１）ＣＲＴ５を見て、描出された患部像ｘが位置目盛ｒｃの「８．２」、深さ「４．５
」に対応することを認識する。
（２）超音波探触子３１の指標目盛Ｓｃの「８．２」の直下で、深さ４５ｍｍに患部Ｘが
在ることを把握する。
この後、例えば、超音波探触子３１を指標目盛Ｓｃの「１０」側に３２ｍｍだけ動かせば
、画面の中央に患部像ｘを描出できる。
【００２４】
－第５の実施形態－
図５は、本発明の第５の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
この超音波診断装置５００は、超音波探触子５１と、被検体内に超音波を送信しそれに対
応するエコーを受信し受信信号を出力する送受信部２と、前記受信信号から画像データを
生成する信号処理部３と、前記画像データから表示画像を生成するＤＳＣ５４と、前記表
示画像を表示するＣＲＴ５と、操作者が画面のカーソルＣを移動させるための操作部６と
、前記カーソルＣの位置を求める位置算出部７とを具備して構成されている。
【００２５】
前記超音波探触子５１の外面には、方向マークＤｍおよびカーソル位置の基準となる基準
マークＫｍが設けられている。
前記ＤＳＣ５４は、ＣＲＴ５の画面に、方向マーク表示ｄｍおよび前記基準マークＫｍに
対応する原点マーク表示ｋｍを表示可能である。また、前記ＤＳＣ５４は、ＣＲＴ５の画
面に、前記基準マークＫｍの位置を基準とする、前記カーソル位置に対応するスキャン面
Ｐ内の位置を表示可能である。
前記位置算出部７は、カーソルＣの位置に基づいて前記基準マークＫｍの位置を基準とす
る、前記カーソル位置に対応するスキャン面Ｐ内の位置を算出する。
【００２６】
患部Ｘの位置を把握するため、操作者は、次の手順で操作する。
（１）ＣＲＴ５の画面で、描出された患部像ｘにカーソルＣを合わせる。
（２）基準マークＫｍの位置を基準とする、カーソル位置に対応するスキャン面Ｐ内の位
置が表示されるので、その表示から、基準マークＫｍの位置を基準として「方向マーク表
示ｄｍと反対側に３２ｍｍ」「深さ４５ｍｍ」「直線距離５５ｍｍ」に患部Ｘが在ること
を把握する。
この後、例えば、超音波探触子５１を方向マークＤｍと反対側に３２ｍｍだけ動かせば、
画面の中央に患部像ｘを描出できる。
【００２７】
－第６の実施形態－
図６は、本発明の第６の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
この超音波診断装置６００は、超音波探触子５１と、被検体内に超音波を送信しそれに対
応するエコーを受信し受信信号を出力する送受信部２と、前記受信信号から画像データを
生成する信号処理部３と、前記画像データから表示画像を生成するＤＳＣ６４と、前記表
示画像を表示するＣＲＴ６５と、操作者が画面のカーソルＣを移動させるための操作部６
と、前記カーソルＣの位置を求める位置算出部７とを具備して構成されている。
【００２８】
前記超音波探触子５１の外面には、方向マークＤｍおよびカーソル位置の基準となる基準
マークＫｍが設けられている。
前記ＣＲＴ６５のベゼル前面６５ａには、前記基準マークＫｍに対応する原点マークｏｍ
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が付されている。
前記ＤＳＣ６４は、ＣＲＴ６５の画面に、方向マーク表示ｄｍを表示可能である。また、
前記ＤＳＣ６４は、ＣＲＴ６５の画面に、前記基準マークＫｍの位置を基準とする、前記
カーソル位置に対応するスキャン面Ｐ内の位置を表示可能である。
前記位置算出部７は、カーソルＣの位置に基づいて前記基準マークＫｍの位置を基準とす
る、前記カーソル位置に対応するスキャン面Ｐ内の位置を算出する。
【００２９】
患部Ｘの位置を把握するため、操作者は、次の手順で操作する。
（１）ＣＲＴ５の画面で、描出された患部像ｘにカーソルＣを合わせる。
（２）基準マークＫｍの位置を基準とする、カーソル位置に対応するスキャン面Ｐ内の位
置が表示されるので、その表示から、基準マークＫｍの位置を基準として「方向マーク表
示ｄｍと反対側に３２ｍｍ」「深さ４５ｍｍ」「直線距離５５ｍｍ」に患部Ｘが在ること
を把握する。
この後、例えば、超音波探触子５１を方向マークＤｍと反対側に３２ｍｍだけ動かせば、
画面の中央に患部像ｘを描出できる。
【００３０】
【発明の効果】
本発明の超音波診断装置によれば、超音波探触子から見た被検体の部位の位置を容易かつ
的確に把握できるようになる。
【図面の簡単な説明】
【図１】第１の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
【図２】第２の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
【図３】第３の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
【図４】第４の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
【図５】第５の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
【図６】第６の実施形態にかかる超音波診断装置を示す構成図である。
【図７】従来の超音波診断装置の一例の構成図である。
【符号の説明】
１，１１，３１，５１　　　　　　超音波探触子
２　　　　　送受信部
３　　　　　信号処理部
４，１４，３４，５４，６４　　　ＤＳＣ
５，２５，４５，６５　　　　　　ＣＲＴ
６　　　　　操作部
７　　　　　位置算出部
２５ａ，４５ａ，６５ａ　　　　　ベゼル前面
２５ｂ，４５ｂ　　　　　　　　　前面ガラス
１００　　　超音波診断装置
２００　　　超音波診断装置
３００　　　超音波診断装置
４００　　　超音波診断装置
５００　　　超音波診断装置
６００　　　超音波診断装置
７００　　　超音波診断装置
Ｃ　　　　　カーソル
Ｄｍ　　　　方向マーク
ｄｍ　　　　方向マーク表示
ｇａ，ｇｂ，ｇｃ　　　　　　　　位置ガイド表示
Ｋｍ　　　　基準マーク
ｋｍ　　　　原点マーク表示
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Ｍａ，Ｍｂ，Ｍｃ　　　　　　　　指標マーク
ｍａ，ｍｂ，ｍｃ　　　　　　　　位置マーク表示
ｏｍ　　　　原点マーク
ｐａ，ｐｂ，ｐｃ　　　　　　　　位置マーク
Ｐ　　　　　スキャン面
ｑａ，ｑｂ，ｑｃ　　　　　　　　位置ガイド
ｒｃ　　　　位置目盛
Ｓｃ　　　　指標目盛
ｓｃ　　　　位置目盛表示
ｔ　　　　　位置ライン表示
ｗ　　　　　位置ライン
Ｘ　　　　　患部
ｘ　　　　　患部像
ｙ　　　　　深さライン表示

【図１】 【図２】
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